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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第123期

第１四半期連結
累計期間

第124期
第１四半期連結

累計期間
第123期

会計期間

自2021年
　４月１日
至2021年
　６月30日

自2022年
　４月１日
至2022年
　６月30日

自2021年
　４月１日
至2022年
　３月31日

売上高 （千円） 4,913,360 5,061,891 19,883,109

経常利益 （千円） 601,780 481,105 2,142,776

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 438,462 349,199 1,154,055

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 445,608 401,720 1,315,010

純資産額 （千円） 24,543,113 25,618,484 25,314,639

総資産額 （千円） 29,880,393 31,882,565 31,217,088

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 58.24 46.38 153.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.1 80.4 81.1

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　 当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　 　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルスの感染対策が進み正常化の兆しが見られま

したが、半導体不足の長期化やロシアによるウクライナ侵攻により不安定な状況となっております。一方でわが国

経済は、中国の都市封鎖によるサプライチェーン混乱や原材料価格高騰等の影響を受け、内需の回復は鈍化してお

ります。

　特殊鋼業界の主要な需要先である自動車産業においては、半導体等の部品不足により生産台数は計画を下回り、

混乱は長期化しております。

　このような環境の中、当社グループの特殊鋼事業につきましては、国内外向けの磁性材等の機能材料を中心に販

売量が増加した結果、売上高は前年同四半期実績を上回りました。しかしながら、原材料や電力等の価格高騰によ

り大幅に増加した費用を販売価格へ十分転嫁できていないことから、利益面では前年同四半期実績を下回り、増収

減益となりました。

　不動産賃貸事業につきましては、商業施設の店舗改装工事が減少したことに伴い、売上高と利益が前年同四半期

実績を下回り、減収減益となりました。

　その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期に比べ148百万円増の5,061百万円、営業利

益は同173百万円減の417百万円、経常利益は同120百万円減の481百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同

89百万円減の349百万円となりました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①特殊鋼事業

　売上高は前年同四半期に比べ203百万円増の4,485百万円、セグメント利益（営業利益）は167百万円減の128

百万円となりました。

②不動産賃貸事業

　売上高は前年同四半期に比べ55百万円減の576百万円、セグメント利益（営業利益）は６百万円減の288百万

円となりました。

 

(2）財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ665百万円増加し、31,882百万円とな

りました。主な要因は次のとおりであります。

・債券の償還等により現金及び預金が435百万円増加しております。

・売上増加や原材料価格高騰等により商品及び製品が163百万円、仕掛品が250百万円各々増加しております。

　一方、当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ361百万円増加し、6,264百万円となりま

した。主な要因は次のとおりであります。

・一部取引先の決済方法が変更になったこと等により電子記録債務が541百万円増加しております。

・確定納付等により未払法人税等が329百万円減少しております。

　また、当第１四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益349百万円を主な要因とし

て、前連結会計年度末に比べ303百万円増加し、25,618百万円となりました。以上の結果、自己資本比率は前連結

会計年度末に比べ0.7ポイント低下し、80.4％となりました。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、91百万円（売上金額比1.8%）であり

ます。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

    　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,200,000

計 30,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,550,000 7,550,000
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100

株であります。

計 7,550,000 7,550,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残　高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残　高
（千円）

2022年４月１日～

2022年６月30日
－ 7,550,000 － 827,500 － 560,772

 

（５）【大株主の状況】

 　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、　

記載することができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており　

ます。

①【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 21,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,525,800 75,258 －

単元未満株式 普通株式 3,200 － －

発行済株式総数  7,550,000 － －

総株主の議決権  － 75,258 －

 

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

東北特殊鋼株式会社

仙台市太白区長町

七丁目20番１号
21,000 － 21,000 0.28

計 － 21,000 － 21,000 0.28

（注）当第１四半期会計期間末における自己株式数は21,071株であります。

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

　なお、当四半期累計期間終了後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

 

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役常務執行役員

高機能材料事業部長

ＧＩ推進プロジェクトリーダー

取締役常務執行役員

高機能材料事業部長
江幡　貴司 2022年８月１日

取締役執行役員

コミュニケーション推進プロジェクトリーダー
取締役執行役員 板橋　弘昭 2022年８月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から

2022年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,539,716 5,974,916

受取手形 93,095 85,741

売掛金 3,027,557 3,143,096

電子記録債権 1,230,207 1,275,339

有価証券 900,235 699,877

商品及び製品 612,427 776,151

仕掛品 1,639,716 1,889,945

原材料及び貯蔵品 1,174,334 1,060,044

その他 232,251 248,568

貸倒引当金 △364 △367

流動資産合計 14,449,178 15,153,311

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,372,795 4,342,775

機械装置及び運搬具（純額） 2,010,487 1,981,616

工具、器具及び備品（純額） 163,860 168,901

土地 2,282,432 2,287,389

建設仮勘定 1,182,364 1,276,841

その他（純額） 20,697 21,496

有形固定資産合計 10,032,638 10,079,021

無形固定資産 65,168 71,586

投資その他の資産   

投資有価証券 6,223,889 6,211,705

繰延税金資産 208,646 124,807

その他 238,180 242,705

貸倒引当金 △612 △572

投資その他の資産合計 6,670,103 6,578,645

固定資産合計 16,767,910 16,729,253

資産合計 31,217,088 31,882,565
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,655,298 1,653,022

電子記録債務 321,418 862,976

未払法人税等 371,179 41,723

賞与引当金 342,125 191,817

役員賞与引当金 5,250 －

災害損失引当金 266,000 75,500

その他 876,191 1,361,043

流動負債合計 3,837,462 4,186,082

固定負債   

長期預り金 1,846,624 1,846,624

修繕引当金 135,420 145,599

退職給付に係る負債 77,550 80,673

その他 5,391 5,100

固定負債合計 2,064,986 2,077,998

負債合計 5,902,448 6,264,080

純資産の部   

株主資本   

資本金 827,500 827,500

資本剰余金 560,993 560,993

利益剰余金 23,303,053 23,554,376

自己株式 △18,316 △18,316

株主資本合計 24,673,229 24,924,552

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 713,682 706,820

為替換算調整勘定 △72,271 △12,888

その他の包括利益累計額合計 641,410 693,931

純資産合計 25,314,639 25,618,484

負債純資産合計 31,217,088 31,882,565
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 4,913,360 5,061,891

売上原価 3,892,277 4,159,928

売上総利益 1,021,082 901,963

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 77,953 73,443

給料及び手当 108,400 128,660

賞与引当金繰入額 43,556 52,434

退職給付費用 4,526 5,239

その他 195,952 225,048

販売費及び一般管理費合計 430,389 484,826

営業利益 590,692 417,137

営業外収益   

受取利息 10,704 8,045

受取配当金 15,575 15,067

仕入割引 6,062 4,371

為替差益 － 36,627

その他 1,414 4,512

営業外収益合計 33,756 68,623

営業外費用   

支払手数料 2,769 2,777

為替差損 16,603 －

その他 3,297 1,878

営業外費用合計 22,669 4,655

経常利益 601,780 481,105

税金等調整前四半期純利益 601,780 481,105

法人税、住民税及び事業税 112,852 45,228

法人税等調整額 50,465 86,676

法人税等合計 163,317 131,905

四半期純利益 438,462 349,199

親会社株主に帰属する四半期純利益 438,462 349,199
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 438,462 349,199

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 26,290 △6,861

為替換算調整勘定 △19,144 59,383

その他の包括利益合計 7,145 52,521

四半期包括利益 445,608 401,720

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 445,608 401,720
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。なお、当該会計基準適用指針の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はあり

ません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

減価償却費 172,582千円 161,860千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日

定時株主総会
普通株式 67,760 9.00 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月27日

定時株主総会
普通株式 97,876 13.00 2022年３月31日 2022年６月28日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 特殊鋼事業 不動産賃貸事業
四半期連結
損益計算書
計上額

売　　上　　高    

外部顧客への売上高 4,281,648 631,712 4,913,360

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 4,281,648 631,712 4,913,360

セグメント利益 295,473 295,219 590,692

（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 特殊鋼事業 不動産賃貸事業
四半期連結
損益計算書
計上額

売　　上　　高    

外部顧客への売上高 4,485,566 576,325 5,061,891

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 4,485,566 576,325 5,061,891

セグメント利益 128,261 288,875 417,137

（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年６月30日）

財又はサービスの地域別及び収益認識の時期別の内訳

（単位：千円）

 報告セグメント

合計
 特殊鋼事業 不動産賃貸事業

地域別

　日本

　アジア

　ヨーロッパ

　アメリカ

 

2,808,011

1,369,665

12,147

91,824

 

199,063

－

－

－

 

3,007,075

1,369,665

12,147

91,824

顧客との契約から生じる収益 4,281,648 199,063 4,480,711

その他の収益 － 432,648 432,648

外部顧客への売上高 4,281,648 631,712 4,913,360

収益認識の時期

　一時点で移転される財

　一定期間にわたり移転されるサービス

 

4,281,648

－

 

114,164

84,899

 

4,395,812

84,899

顧客との契約から生じる収益 4,281,648 199,063 4,480,711

その他の収益 － 432,648 432,648

外部顧客への売上高 4,281,648 631,712 4,913,360
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年６月30日）

財又はサービスの地域別及び収益認識の時期別の内訳

（単位：千円）

 報告セグメント

合計
 特殊鋼事業 不動産賃貸事業

地域別

　日本

　アジア

　ヨーロッパ

　アメリカ

 

3,014,513

1,358,931

6,749

105,371

 

144,290

-

-

-

 

3,158,804

1,358,931

6,749

105,371

顧客との契約から生じる収益 4,485,566 144,290 4,629,856

その他の収益 － 432,034 432,034

外部顧客への売上高 4,485,566 576,325 5,061,891

収益認識の時期

　一時点で移転される財

　一定期間にわたり移転されるサービス

 

4,485,566

-

 

57,781

86,508

 

4,543,347

86,508

顧客との契約から生じる収益 4,485,566 144,290 4,629,856

その他の収益 － 432,034 432,034

外部顧客への売上高 4,485,566 576,325 5,061,891

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

　１株当たり四半期純利益 58円24銭 46円38銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
438,462 349,199

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益（千円）
438,462 349,199

普通株式の期中平均株式数（株） 7,528,929 7,528,929

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年８月10日

東北特殊鋼株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　 仙台事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神宮　厚彦

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 成田　孝行

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北特殊鋼株式
会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022年６
月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな
わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
 
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北特殊鋼株式会社及び連結子会社の2022年６月30日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な
点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
 
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
 
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
 
・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手
続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される
年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 
・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら
れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう
か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四
半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適
切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の
結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と
して存続できなくなる可能性がある。
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・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基
準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸
表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ
る事項が認められないかどうかを評価する。

 
・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人
は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人
の結論に対して責任を負う。

 
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な
発見事項について報告を行う。
 
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

 

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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